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売上 610,237 万円 
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NO. 単位 42期基準 43期計画 44期計画 45期計画

1
資
源

投
入

ｺﾋﾟｰ用紙 枚 138,935
目標1％減
137,545

目標3％減
134,766

目標5％減
131,988

2
製
品
及

び
サ
ー

ビ
ス

使用禁止
物質

％
含有率

0%
含有率

0%
含有率

0%
含有率

0%

3
水
資
源

投
入
あ

上水 ｍ3 -
基準期
1,518

目標1％減
1,502

目標2％減
1,487

4

二
酸
化
炭
素

電力

（Co2）
Co2

(kwh)

136,328
（360,655）

CO2排出係数
0.378

目標1％減
134,964

（357,048）

目標3％減
132,238

（349,835）

目標5％減
129,511

（342,622）

5 一般廃棄物 kg 840
目標1％減

831
目標3％減

815
目標5％減

798

6
金属くず
（ｽｸﾗｯﾌﾟ)

kg 102,778
目標1％減
101,750

目標3％減
99,694

目標5％減
97,639

7
金属くず
(異常発
生品)

kg 9,010
目標1％減
8,920

目標3％減
8,740

目標5％減
8,560

8
グ
リ
ー

ン
購
入

事務用品 ％
購入率把握実

施
購入率10％ 購入率15％

※１：上記の表は42期（2009/8～2010/7）43期（2010/8～2011/7）44期（2011/8～2012/7）

　　　　　　　　45期（2012/8～2013/7）

※２：有機溶剤、非定常時・緊急時については管理項目として掲げる。

購入率の把握として43期より
実施

Co2削減の為のテーマ

廃
棄
物
排
出

上水は新規設備導入により43
期（1,518㍑）基準から3％減
の活動

環境負荷項目 備　考

客先要求事項に対する実績数
値
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43期末1% 44期末3% 45期末5%

１．照明器具等の見直しと試行と実施

２．現状把握をしての蛍光灯の撤去

３．現状把握をしての蛍光灯の撤去

43期末1% 44期末3% 45期末5%

１．廃コピー用紙の再利用の徹底

２．購入品等の廃棄物の再利用化

３．廃棄物運搬頻度の削減

44期末1% 45期末2% 46期末3%

１．水道、蛇口、トイレの節水

２．使用メモリ対策の推進

３．使用メモリ対策の推進

43期末 44期末 45期末

１．レベル１含有成分即時納入禁止

２．レベル１，２含有成分即時納入禁止

３．レベル１，２含有成分即時納入禁止

43期末1% 44期末3% 45期末5%

１．コピー用紙の使用頻度の削減

２．不要コピーの見直しと試行と実施

３．不要コピーの見直しと試行と実施

43期末1% 44期末3% 45期末5%

１．材料の現状把握

２．ﾈｽﾃｨﾝｸﾞの見直し

３．端材の徹底管理

43期末1% 44期末3% 45期末5%

１．異常発生品の低減化

２．異常発生品防止策の実施

３．スキルに対する見直しと試行と実施

43期末1% 44期末3% 45期末5%

１．異常発生品の現状把握

２．異常発生品防止策の実施

３．スキルに対する見直しと試行と実施

43期末1% 44期末3% 45期末5%

１．異常発生品の現状把握

２．異常発生品防止策の実施

３．スキルに対する見直しと試行と実施

43期末1% 44期末3% 45期末5%

１．異常発生品防止策の実施

２．掃除エリアの拡大及び定期掃除の実施

３．掃除エリアの拡大及び定期掃除の実施

44期末10% 45期末15% 46期末20%

１．事務用品の現状把握

２．グリーン購入の選定と購入の推進

３．グリーン購入の選定と購入の推進

実施試行、 　　　維持

※１：42期（2009年 8月～2010年 7月）、43期（2010年 8月～2011年 7月）、44期（2011年 8月～2012年 7月）

　　　45期（2012年 8月～2013年 7月）、46期（2013年 8月～2014年 7月）を示す。

10

再塗装異常発
生品の削減(ゴ
ミ)

42期基準
45期末5%
減

第三加工課
組立Ｇ

再塗装異常
発生品（ゴ
ミ）削減手
順書

11

グリーン購入
の推進

43期基準
46期末
20%達成

全部門 グリーン調
達手順書

8

溶接異常発生
品の削減

42期基準
45期末5%
減

第二加工課 溶接異常発
生品削減手
順書

9

再塗装異常発
生品の削減

42期基準
45期末5%
減

第三加工課
塗装Ｇ

再塗装異常
発生品削減
手順書

6

ｽｸﾗｯﾌﾟの削減 42期基準
45期末5%
減

第一加工課
ＮＣＴＧ

ｽｸﾗｯﾌﾟ削減
手順書

7

異常発生品ｽｸ
ﾗｯﾌﾟの削減

42期基準
45期末5%
減

第一加工課
ベンダーＧ
（NCTＧ）
（組立Ｇ）

異常発生品
ｽｸﾗｯﾌﾟ削減
手順書

4

使用禁止物質
の削減・管理

(製品及びサー
ビス)

客先要求
事項によ
る徹底管
理

全部門 使用禁止物
質削減・管
理手順書

5

ｺﾋﾟｰ用紙使用
頻度の削減

42期基準
45期末5%
減

事務所Ｇ 省資源手順
書
（コピー用
紙）

2

一般廃棄物の
削減

42期基準
45期末5%
減

全部門 廃棄物削減
手順書

3

上水の削減 43期基準
46期末3%
減

全部門 上水削減手
順書

手順書
計　　　画

1

電力消費量
(Co2)の削減

42期基準
45期末5%
減

全部門 電力削減手
順書

全社環境活動計画書

NO 環境負荷項目
環境
目的

目標行動内容／実施事項
目　標　値 担当部門

／責任者
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NO.
Ｉ：投入
Ｏ：排出

単位 ４３期 ４４期 ４５期

1 - ％ 21.1％増 36.25%

2
資
源

投
入

ｺﾋﾟｰ用紙 Ｉ 枚
110,103
41.9%減

164,909
17.6%減

-

3
製
品
及

び
サ
ー

ビ
ス

使用禁止
物質

Ｉ ％
0%

要求達成
0%

要求達成
-

4

水
資
源

投
入 上水 Ｉ ｍ

3 基準期
1,941

2,354
-15％減

-

5
二
酸
化

炭
素
あ

電力

（Co2）
Ｉ Co2

（kwh）

172,475
（456,282）

5.4%増

521,793
(195,672)
8.4%増

-

6 一般廃棄物 Ｏ kg
900

14%減
840

36.3%減
-

7
金属くず
(ｽｸﾗｯﾌﾟ)

Ｏ kg
138,186
13.4%増

191,810
50.4%増

-

8
金属くず
(異常発
生品)

Ｏ kg
3,550

81.7%減
2,790

105.3%減
-

9
グ
リ
ー

ン
購
入

事務用品 I 個
12

購入率
把握実施

14
16.7%達成

-

※上記の表は42期（2009/8～2010/7）43期（2010/8～2011/7）44期（2011/8～2012/7）

　　　　　　45期（2012/8～2013/7）

※目標値、実績値は基準期をベースとして計算しております。

売上/環境負荷項目 備　考

売上 前期との売上比率

購入率の把握として43期より
実施

43期を基準値として実施

Co2削減の為

廃
棄
物
排
出

売上 ― ％ ― 21.1% 36.3% ― ― ―

◎必要以上のコピーは行わない

◎客先要求事項の把握

◎使用禁止物質の管理

◎代替え品等の把握と対応

◎各部門こまめな節水

◎デマンド245kwhの管理

◎不要な用紙等緩衝剤利用を行
う
◎家庭のゴミ等は持ち込まない

◎余分な加工は行わない。

※上記の表は42期（2009/8～2010/7）43期（2010/8～2011/7）44期（2011/8～2012/7）

　　　　　　45期（2012/8～2013/7）46期（2013/8～2014/7）

異常発生品ｽｸﾗｯﾌﾟの
排出量を42期を基準
として45期末までに
5％削減する。

kg

9,010 3,550 2,790
◎各ｸﾞﾙｰﾌﾟで発生した異常発生
　品についての再発防止の実施

◎品質管理と5S活動をﾘﾝｸさせ
　ｽｷﾙ向上の実施

191,810
ｽｸﾗｯﾌﾟの排出量を42
期を基準として45期
末までに5％削減す
る。

◎NCﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの歩留り率を80％
　以上に設定する。

kg

◎端材に対し、使用出来る部分
　をｼｬｰﾘﾝｸﾞでｶｯﾄし管理する

×

42期と比較すると
50.4％と排出的にか
なり多い為未達成。
材料費が上がってき
ているので45期から
は出来るだけ歩留り
率を上げる。

継続有

同等管理
で継続

基準期との比較（売上率との計算）

13.4% 50.4%

〇

42期と比較すると-
105.3％の削減が出来
た。ISO9001を取得
し、システムを有効
活用し削減に取組ん
だ結果としては達成
している。

継続有

同等管理
で継続

基準期との比較

-81.7% -105.3%

102,778 138,186

環境目標

◎各部門業務に支障が無い程度
　の蛍光灯の撤去

◎各部門空調機関係のこまめな
　節電

電力消費量(CO2)を42

期を基準として45期
末までに5％削減す
る。

◎客先からのFAXを出来る限り
　メール受信にする

◎コピーの間違え等の徹底管理

客先要求事項に対し
使用禁止物質の管理
の徹底を行う。

％

ｺﾋﾟｰ使用頻度枚数を
42期を基準として45
期末までに5％削減す
る。

枚

上水の使用量を43期
を基準として46期末
までに3％削減する。

m3

単位

kwh
(kg)

◎第三加工課塗装Ｇの前処理に
　対する吊り掛け方法の改善
（生産効率による節水）

取組項目

基準期との比較

含有率
0％

含有率
0％

含有率
0％

客先ｸﾚｰﾑ
無

客先ｸﾚｰﾑ
無

138,936 110,103 164,909

44期の売上に対し-
15％を目標よりも大
幅に達成が出来た。
引き続きより効果的
な活動を行い削減し
て頂きたい。

-41.9% -17.6%

客先要求事項に対し
迅速に把握し、含有
禁止物質に対する調
査、管理等を徹底
し、かつ客先からの
クレームも無い事か
ら目標達成致しまし
た。

44期評価と45期からの取組内容

評価
評価に対する

コメント
継続有無
取組内容

継続有

同等管理
で継続

43期と比較すると使
用的には多いが基準
期42期と比べると-
17.6％で目標達成。ｺ
ﾋﾟｰの使用率が限界に
なっている為、45期
よりﾃｰﾏを変える事と
する。

〇

〇

基準期との比較（売上率との計算）

43期 44期 45期

結果(基準期との比較)

基準期
(42期)

◎各部門ｺﾋﾟｰ用紙、段ﾎﾞｰﾙ等
　ﾘｻｲｸﾙへ循環させる一般廃棄物排出量を

42期を基準とて45期
末までに5％削減す
る。

kg

840 900

42期に対し売上率
36.3％増で傾向とし
ては受注が大幅に増
加した事により夜間
の電力使用が増え
8.4％増となった。8.4%

×基準期との比較（売上率との計算）

360,655
(136,328)

456,282
(172,475)

521,793
(195,672)

5.4%

継続有

同等管理
で継続

42期に比べて44期は
売上が36.3％増に対
し-36.3％と大幅に削
減が出来た。ﾘｻｲｸﾙへ
の積極的な対応によ
る事から引き続き活
動する。

継続有

同等管理
で継続

〇基準期との比較（売上率との計算）

-14% -36.3%

840

-15.0%

― 1,941 2,354

〇

継続有

同等管理
で継続

継続無

45期より
テーマよ
り外す

基準期との比較（売上率との計算）

継続有

同等管理
で継続

◎ﾘｻｲｸﾙ材使用品の選定と購入
　個数の限定設定

基準期との比較

16.7%

文房具等のﾘｻｲｸﾙ材使
用製品を43期を基準
とし、46期末までに
20％達成にする。

◎文房具等のﾘｻｲｸﾙ材使用品の
　現状把握

個

― 12 14

〇

43期基準より16.7％
達成出来た。引き続
きﾘｻｲｸﾙ品の選定と購
入を行う。
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飯能市下水道条例 2013年 3月現在無し

訴訟の有無 環境関連訴訟 2013年 3月現在無し

その他の法律
労働安全衛生法 2013年 3月現在無し

粉塵障害防止規則 2013年 3月現在無し

条例

埼玉県環境保全条例 2013年 3月現在無し

飯能市廃棄物の処理及び清掃に関する条例 2013年 3月現在無し

2013年 3月現在無し

化学物質に関する法律

毒物及び劇物取締法 2013年 3月現在無し

消防法 2013年 3月現在無し

高圧ガス保安法 2013年 3月現在無し

悪臭防止法 2013年 3月現在無し

廃棄物・リサイクルに

関する法律

循環型社会形成推進基本法 2013年 3月現在無し

廃棄物の処理及び清掃に関する法律 2013年 3月現在無し

再生資源の利用の促進に関する法律 2013年 3月現在無し

使用済自動車の再資源化等に関する法律

環境関連法規項目 遵守結果

法規制違反の有無

公害に関する法律

下水道法 2013年 3月現在無し

騒音規制法 2013年 3月現在無し

振動規制法 2013年 3月現在無し
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見直し案作成日 作成者

見直し対象期間

見直し実施時期

出　　席　　者

見直し評価日 総括者

見直し評価

結果項目　

①環境方針 ○

②環境目的・目標 ○

③環境活動計画 ○

④ＥＭＳ ○

総括者の指示 ○

改訂内容

審 議 日

審議内容

審議結果

注１：評価は良＝○、改善を要するが結果は良△、再検討×

・環境管理委員会（２０１２年　７月２７日開催）様式第　　７号

経営者による評価及び見直し結果報告書

見
直
し
案

　２０１２年　７月２７日（金） 安達　知明

　２０１１年　８月　１日　～　２０１２年　６月２９日

　２０１２年　７月１３日　（　定期　，　臨時　）

手塚文紀、安達知明、梅澤重隆

提　出　資　料

・エコアクション２１－２００９年版

・環境方針（２０１１年　８月　１日制定）

・環境目的・目標（２０１１年　８月　１日制定）様式第５－１号、第５－２号

・環境実施計画書の実施状況（２０１１年　８月～２０１２年　７月分実績評価済）

様式第６－１号、第６－２号

・環境目標の実績集計と達成度算出（２０１１年　８月～２０１２年　７月分）

総
括
者
（

代
表
者
）

の
評
価
と
指
示

　２０１１年　７月　５日（月） 手塚　文紀

内　　　　容 評　価

・今回環境方針についてはＥＡ２１更新審査にてグリーン購入と有機溶剤
の項目が抜けていたことから４５期より方針に文書を加えることとした。

・42期基準より売上36.3％増より比較し、電力が8.4％増で達成されていな
かった。電力に関してはﾃﾞﾏﾝﾄﾞ閲覧ｻｰﾋﾞｽにて最も高い時間帯を業務に支障
ない程度で削減を行う。ｺﾋﾟｰ使用頻度に関しては-17.6％で達成されている
が、ISO9001の文書、記録や図面等により使用が増えた為、これ以上削減を
するのは難しいので45期よりﾃｰﾏを変える事とした。ｽｸﾗｯﾌﾟについては42期
基準とすると50.4％増で未達成である。生産が増加し、歩留りが悪い製品
があり、ｽｸﾗｯﾌﾟ量が増加してしまった。その為、45期より材料ワークの検
討を行う事とした。異常発生品ｽｸﾗｯﾌﾟは品質管理（ISO9001）取得により、
システムを有効活用し削減に取組んだ結果としては達成している。今後は
いかにｽｸﾗｯﾌﾟ排出量をいかに抑えるかによって資源の無駄を減らせるか改
善していただきたい。

・計画については各グループ共しっかり立てているので今回は取り上げな
い。

・来期(45期)はISO9001の運用を上手く利用し、環境、ＣＭＳ共にリンクさ
せていただきたい。

・４５期（２０１２年８月１日）は、電力削減に力をいれ、又、ISO9001を
上手く運用し、異常発生品の削減とお客様満足度を向上させ、更なる工場
営業に力を入れていきたいと思います。
毎日の活動にも力を入れ綺麗な工場を目指し取組を行っていきたいと思い
ます。

改
訂
指
示

・４５期（２０１２年８月１日）からの改訂は、ＥＡ２１更新審査の指摘事項による
環境方針と帳票、マニュアル、手順書等が有ります。改訂が終わり次第各部門の差替
えを行います。

環境管理委員会

　２０１２年　７月１３日（金）

電力、上水、ｺﾋﾟｰ使用頻度未達成とISO9001の活用について。他

全員一致で２０１２年８月１日より実施する事に決定。


